
概 要

インテル IT部門は、デバイスに依存しないモビリティー（DIM）を実現するために、クライアン
ト・ホスト型デスクトップ仮想化技術の導入を検討しています。この技術は、コンテナー化さ
れたソフトウェア・アプライアンスを使用して、OS、アプリケーション、企業および個人のデー
タと作業空間、ユーザー個別の設定を抽象化します。このモデルでは、ユーザーはいつでも
どこでも、任意のデバイスから自分のアプリケーションと情報にアクセスできます。
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かつて、クライアント・モビリティーとは、有
線ネットワークからノートブック PCを切り離
して持ち運べることと考えられていました。
現在では、新しいクライアント機器とテクノロ
ジーの出現によって、次のような概念へと
進化しています。

•  ネットブックやスマートフォンなど、IT部門
が完全にはサポートしないデバイスへの
サービスの提供。

•  ユーザーがオフィス、ラボ、自宅の間を移動
し、多様なデバイスを使って IT環境にアク
セスできるオンサイト・モビリティーの実現。

•  企業データと個人データの分離、および、
複数のデバイス・プラットフォームからのア
クセスの実現。

DIMにより、ユーザーが使用するデバイスに
関係なく、必要な情報をユーザーの環境に

合わせて提供できるため、モバイルワーカー
の選択肢、柔軟性、情報アクセス、生産性
が向上します。DIMは、アプリケーションと
データの集中型ポリシー管理、個々のハー
ドウェア・プラットフォームの統合作業の減
少によるコスト削減、ユーザーに対する IT
サービスデリバリーの向上などの利点をも
たらします。

概念実証（PoC）とパイロット調査において、
DIM の基盤となる技術の初期テストを行
い、プラットフォーム・コストとサポートコスト
を評価した結果、プラットフォーム 1 台当た
り 100 米ドルのコストを削減できることが
わかりました。プラットフォーム構成がさら
に進化し、新たなプラットフォームのプロビ
ジョニングと情報ストレージの概念に対応し
たインフラストラクチャー・サービスが実現
されれば、さらなるコスト削減が可能になり
ます。
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IT@Intel

IT@Intelは ITプロフェッショナル、マ
ネージャー、エグゼクティブが、インテル
IT部門のスタッフや数多くの業界 ITリー
ダーを通じ、今日の困難な IT 課題に対
して成果を発揮してきたツール、手法、
戦略、ベスト・プラクティスについて詳し
く知るための情報源です。詳細について
は、http : //www. inte l . co . jp / jp /go/

itatintel/を参照してください。あるいは
御社担当のインテル社員までお問い合
わせください。

ビジネス課題

モバイル機器やモバイル・テクノロジーが市
場に急増するにつれて、インテル社内でも
個人所有の機器を使用したいという社員が
増えており、業務の遂行とプライベートの
管理に適したプラットフォームやアプリケー
ション、サービスの選定が進んでいます。こ
のような傾向を「ITのコンシューマー化」と
呼びます。

具体的には、ローカルまたはリモートから
インテル社内のネットワークにアクセスすると
きはデスクトップ PCまたはノートブックPCを
使用し、会議や長距離の出張には軽量のネッ
トブックを携帯し、クラウドストレージから提
供される電子メール、予定表、連絡先、一部
の企業 /個人コンテンツに素早くアクセスする
ときはスマートフォンを使用するなど、場面に
応じてデバイスを使い分けたいと社員は望ん
でいます。こうしたデバイスの組み合わせに
よって、アプリケーションと情報にいつでもど
こでもアクセスできる環境が実現されます。

インテルの社員も、現状では 1～ 2台の機
器（ノートブック PCと携帯電話など）を携帯
するだけですが、将来的には場面に応じて複
数の機器を使い分けるようになることが予想
され、インテル IT部門はそうした社員へのサ
ポートの必要性を感じています。一方で、こ
のような状況は、多くの課題を生んでいます。

•  インテルが所有する機器か社員が所有す
る機器かを問わず、社員が使用する各デ
バイス上でビジネス情報と個人情報を明
確に分離すること。

•  ユーザーの複数のデバイス間で企業デー

タとアプリケーション・コンテキストの同期
をとり、セキュリティーを確保すること。

•  デバイスの違いを越えてセキュリティー、
運用管理性、機能を維持すること。

•  新しいテクノロジー・ソリューションと従来
のテクノロジーおよびアプリケーションの
共存を可能にすること。

•  IT 部門が選択したテクノロジーで最高の
投資収益率（ROI）を実現すること。

これらの課題の検討を経て、デバイスに依存
しないモビリティーへのユーザーの要求と
インテルの利益を両立させるソリューション
を見つける必要があることがわかりました。

そして、18カ月にわたる技術調査の結果、
インテル IT部門は、基盤となるハードウェア・
プラットフォームから OS、アプリケーション、
ユーザーデータ、ユーザー固有の設定など
の各レイヤーへと従来の企業ビルド環境を
抽象化することが、ユーザーと IT 部門の双
方に多くの利点をもたらすという結論に至り
ました。このソリューションは、デバイスに関
係なく、ステートレス・コンピューティング・モ
デルを提供します。

アプリケーションとサービスを1種類のプラッ
トフォームにのみ関連付けて他のプラット
フォームを排除する手法では、ユーザーのモ
ビリティーは制限され、場面に応じて使用で
きるデバイスも制約されます。デバイスに依
存しないモビリティー（DIM）なら、社員はい
つでも任意のデバイスを自由に使用して、必
要な企業情報にアクセスできます。その上、
そうした情報は、ユーザーが使用しているプ

デバイスに依存しないモビリティーと 
リッチ・クライアントPCによる社員の生産性の向上

デバイスに依存しないモビリティーによって、社員は各デバイス上で必要なアプリケー
ションとデータが利用できるかを気にすることなく、実行する作業に最適な性能と操作環
境を備えたデバイスを選択できるため、生産性が向上します。例えば、ハードウェアによ
る仮想化支援機能を備えたノートブックPC上の仮想コンテナを使用することで、1台の
PCで複数の環境（企業環境と個人環境）にアクセスすることが可能となりますが、これ
はモバイル・インターネット・デバイス（MID）では不可能です。しかし、インターネット、連
絡先、スケジュール管理へのアクセスなど、旅先や家庭における簡単なコンピューティン
グ作業については、携帯できるデバイスを利用したいと考える従業員も少なくないでしょ
う。デバイスに依存しないモビリティーにより、社員は場面に応じて最適なデバイスを使
用できる柔軟性を手に入れます。

http://www.intel.co.jp/jp/go/itatintel/
http://www.intel.co.jp/jp/go/itatintel/
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図 1. デバイスに依存しないモビリティー（DIM）は、各種のデバイスに利用される広範囲にわたる機能とサービスの組み合わせで構成されます。
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DIMは、ユーザーの選択肢、柔軟性、情
報アクセス、生産性を向上させるとともに、
インテル IT部門には、アプリケーションとデー
タの集中型ポリシー管理、個々のハードウェ
ア・プラットフォームの統合作業の減少による
コスト削減、ユーザーに対する ITサービスデ
リバリーの向上などの利点をもたらします。

ソリューション

インテル IT 部門は、DIMの導入にあたり、
OS、アプリケーション、ユーザーデータ、ユー
ザー固有の設定を抽象化して各種のデバイ
スに提供する、クライアント・ホスト型デスク
トップ仮想化技術の利用を検討しています。

OSやアプリケーションなどのコンポーネント
を抽象化して仮想コンテナに収めることで、
アップグレードや新機能の導入を迅速化で
き、柔軟性の向上とソリューション開発の迅
速化を低コストで実現できます。

計画中のインテルのソリューションは、既存
のクライアント・ホスト型デスクトップ仮想化
技術の評価、DIMをサポートする ITアーキ
テクチャーの構築、区分けされたコミュニ

ティーへの DIMの導入という3つの手順で
導入されます。すべてのユーザーのニーズ
を満たすソリューションを待つ必要はないと
いう認識です。

既存のクライアント・ホスト型デスク
トップ仮想化技術の評価

DIMのさまざまな機能をサポートする、いく
つかの利用可能なクライアント・ホスト型デス
クトップ仮想化技術について評価しました。

•  OSストリーミング：OSストリーミングに
より、IT 部門はプラットフォーム・エンジニ
アリング作業から解放され、デバイスメー
カーから提供されるプラットフォームを使
用できます。こうしたプラットフォーム用の
ネイティブ OSやドライバーなどのサポート
は、デバイスメーカーが担当します。

•  アプリケーション・ストリーミング：OSス
トリーミングと同様に、各アプリケーション
をそれぞれの仮想コンテナに隔離すること
で、アプリケーションの保守管理は簡略化
されます。ユーザーは選択したデバイスか
ら必要なアプリケーションにアクセスでき
ます。

•  クラウドストレージ：セキュアなクラウドスト
レージにより、クライアント端末にユーザー

データを置く必要がなくなります。ユー
ザーはいつでもどこでもファイルにアクセス
することができ、IT 部門はユーザーデータ
のバックアップをとる必要がなくなります。
クラウドストレージにより、IT 部門は、ファ
イル保存ポリシーの作成と管理、効率的な
ファイルストレージとアーカイブ技術の利
用、効果的な法定開示が可能になります。

•  クライアント仮想化：クライアント仮想化
は、サービス抽象化の重要なビルディング・
ブロックです。クライアント仮想化により、
ハードウェア、OS、アプリケーション、ユー
ザー固有の設定の各レイヤーを分離して、
他のレイヤーに影響を与えずにレイヤーを
変更できます。

DIMをサポートする 
アーキテクチャーの構築

既存のクライアント・ホスト型デスクトップ仮
想化技術を評価した結果、DIMをサポート
するアーキテクチャー構築のカギとなるコン
ポーネントは、仮想コンテナであることが判
明しました。図 1に示すように、DIMアーキ
テクチャー全体は、内部クラウドおよび外部
クラウドのストレージとサービスの幅広い利
用に基づいており、これらのクラウドサービ
スが、各種のデバイスにデータとアプリケー
ションを提供します。
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コンテナー化された 
ソフトウェア・アプライアンスの使用
OS、アプリケーション、データ、ユーザー固有
のデータを抽象化して、レイヤーとも呼ばれ
るコンテナー化されたソフトウェア・アプライ
アンスに収めることが、DIMの概念の中心で
す。この抽象化は、クライアント・ホスト型デ
スクトップ仮想化技術を使って行われます。

コンテナー化されたソフトウェア・アプライ
アンスは、アプリケーションまたはデータセッ
トの依存関係を自己完結型ユニットにカプ
セル化することで、複雑な OSの互換性、ファ
イルの依存関係、他のアプリケーションとの
予想外の相互作用などの問題からユーザー
を解放し、ソフトウェアの開発を大幅に簡略
化します。さらに、コンテナー化は、アプリケー
ション同士を隔離することでセキュリティーを
強化します。アプライアンスのセキュリティー
が侵害されたり、アプライアンスがクラッシュ
した場合でも、隔離された他のアプライアン
スは影響を受けません。

また、コンテナー化により、IT 部門はバック
エンド・サービスとして存在する少数のクラ
イアント端末に対してのみ、パッチを適用す

るだけで済むため、セキュリティー・パッチの
構成と導入の手間も簡略化されます。クライ
アントは、次回接続したときに同期がとられ、
更新されます。

すべてのレイヤーを完全に抽象化した DIM
アーキテクチャーを構築できれば、多数の
クライアントが単一のベース OSイメージと
ベース・アプリケーション・レイヤーを共有す
る、ステートレス・コンピューティング・モデル
を実現できます。これらのレイヤーはどのプ
ラットフォームでも同じであり、数万台もの独
自プラットフォームにパッチを適用する代わり
に、バックエンドの集中管理されたコンポー
ネントにパッチを適用すれば済むため、ITの
運用管理環境は大幅に簡略化されます。

図 2は、クライアント・ホスト型デスクトップ
仮想化技術がどのように DIMをサポートす
るかを示しています。インテル® vPro ™ テク
ノロジー搭載 PC 上のアプリケーション・スト
リーミング、コンテナー、仮想化技術は、特
定のデバイス上でアプリケーションとデータ
を提供する際の柔軟性を提供します。サー
バーに接続した時点で、適切なアプリケー
ションとデータの同期がとられます。

個人と企業の作業空間および 
データの分離
図 3に示すように、DIMモデルは、個人デー
タと企業データを別々の仮想コンテナに格
納します。エンドユーザーは、デバイス本体
上またはパーソナルクラウド内の個人コンテ
ナーに個人情報を格納します。このデータの
管理は、バックアップの実行も含めてエンド
ユーザーの責任となります。企業データは
企業コンテナーに安全に格納され、企業の
ポリシーに従って管理されます。

データの分離には、次の 2つの重要な利点
があります。

•  データのセキュリティーと安定性の向上：
インテル® vPro ™ テクノロジーなどのハー
ドウェアによる仮想化支援機能は、性能を
向上させるだけでなく、個人環境と企業環
境のセキュアな分離を可能にします。こう
した方法では、個人スペースにおける有害
な事象（コンピューター・ウイルスやアプリ
ケーションの破壊など）が企業データやア
プリケーションに影響を与えることを防止
できます。

図 2. クライアント・ホスト型デスクトップ仮想化技術は、デバイスに依存しないモビリティー（DIM）を可能にします。
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図 3. インテル® vPro™ テクノロジーにより、個人用と企
業用の仮想コンテナを別々に運用できます。

•  責任の軽減：DIMは、設計上、クライアン
ト・レベルでのコンテンツ分離機能を提供
します。これにより、企業インフラストラク
チャー内に置かれる個人コンテンツの量を
減らすことができます。また、個人のファイ
ルシステムへの企業コンテンツの移動を
制限したり、少なくとも、そうした操作がい
つ実行されたかをシステムに検出されるこ
とが可能になります。DIMを導入する際に
は、情報の流れと保管方法に注意して、情
報の損失や不正使用から企業と個人の双
方を保護する必要があります。

作業に関連する文書の保管に内部クラウド
を使用すれば、文書の保存管理と企業の知
的財産の保護能力が向上します。また、内部
クラウドを導入すると、ネットワークに接続さ
れたバックアップ・システムを使用してクライ
アントのバックアップをとる必要がなくなり、
新しいデータ保管プロセスと法定開示プロ
セスが可能になるため、大きなコスト削減を
もたらす可能性が生まれます。

クラウド・ストレージ・サービスの利用が広
がった段階で、IT 部門は階層型ストレージ
戦略を導入できます。これには次のような利
点があります。

•  アーカイブストレージのコストを最小限に
抑えられる。

•  データ保存ポリシーを施行して、保管され
る情報量を減らし、必要以上に長く保存さ
れる情報に対する法的責任を管理できる。

•  法定開示と情報の再利用のためのコン
テンツ索引 /検索サービスを提供できる。

インテル IT 部門は、DIMフレームワーク内
の企業コンテンツの綿密な運用管理によっ
て適切に管理された情報から、すでに多くの
利点を得ています。

仮想化環境の導入
仮想化は、デバイス間のワークロードの移
動を可能にするとともに、従来のアプリケー
ションとの互換性や複数のワークロードの共
存にも重要な役割を果たします。

インテル IT部門は、技術評価の過程で、OS

とアプリケーションのストリーミングと仮想化
をサポートするいくつかの技術について検討
しました。

•  タイプ 2ハイパーバイザーまたはホスト型
仮想化

•  インテル® vPro ™ テクノロジー搭載 PCで
提供される、ダイレクト I /Oベースのハード
ウェア仮想化

•  タイプ 1またはクライアントのネイティブ・
ハイパーバイザー・ベースの仮想化

•  仮想コンテナのセキュリティー、運用管理
機能、モビリティー

インテル IT 部門は、インテル全体の既存の
ユーザー区分けに基づいてこれらのテクノロ
ジーを評価しました。これには、コスタリカに
あるインテルのコールセンターでの概念実
証（PoC）が含まれています。また、インテル
の主要なビジネスグループの 1つにおいて、
これらの技術評価を支援し、ITトレーニン
グ・ルームで PoCを実施しました。ITトレー
ニング・ルームでは、現在、本格的なソリュー
ションの導入プロセスを進めています。

内部クラウド・インフラストラクチャーと外部ク
ラウドサービスの導入
クラウド・コンピューティングは、DIMの重
要な関連テクノロジーです。クラウド・コン
ピューティングは、クラウド内での企業デー
タの保管機能と、各種デバイスによる企業
データへのアクセスおよび同期機能を提供
します。一般的に、クラウド・コンピューティン
グは、共有リソース内に置かれるサービス
とデータを提供します。認証されたデバイス
は、インターネット経由でこれらのサービスと
データにアクセスできます。

インテル IT部門では、内部クラウドサービス
と外部クラウドサービスの組み合わせを構想
しています。インテルでは、内部クラウドを、ク
ラウド・コンピューティングの特性を持つ社内
IT環境と定義しています。一方、外部クラウ
ドはクラウドベンダーによって提供されます。

内部クラウドは、外部クラウドの機能の大部
分を備えることができます。内部クラウドは、
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外部クラウドと同様のテクノロジーを使用し
て、クラウド適応型アプリケーションをホス
ティングし、需要シグナルと異常シグナルに
応答する動的なインフラストラクチャーを提
供できます。

図 1に示すように、内部クラウドは DIM用の
社内アプリケーション・レイヤーと企業データ
を提供し、外部クラウドは個人データとサー
ビスを提供します。

区分けされたコミュニティーの重視

DIMの導入によって最大限の ROIを実現す
るには、すべてのユーザーのニーズを満たす
ソリューションを待つのではなく、ユーザー
の区分けごとに既存の要件と新しい要件に
対応できるソリューションを特定する必要が
あります。この手法により、新しいソリュー
ションの迅速な導入、短期間での投資回収、
ベンダー、アーキテクト、エンジニアとの間で
共有できる重要なフィードバックの収集が可
能になります。

インテル IT 部門は、短期的に導入できる
DIMの 3つのユースケースを特定しました。

•  ネットブック、モバイル・インターネット・デ
バイス（MID）、スマートフォンなど、ITビル
ドのサポートが 100%ではないデバイス
への ITサービスの提供。

•  オンサイト・モビリティーの実現。ユーザー
はオフィス、ラボ、自宅の間を自由に移動
し、多様なデバイスを使って IT環境にアク
セスできます。

•  企業データと個人データの分離、および、
複数のデバイス・プラットフォームからのア
クセスの実現。

各ユースケースは、わずかに異なる DIMの
機能をそれぞれ利用します。インテル IT 部
門は、これらのユースケースから得られる貴
重な経験と知識を、今後の DIMアーキテク
チャーの構築に活用できます。

結 果

インテル IT部門では、現在、2つのプロジェ
クトに基づいて DIMの実践的な効果を検討
しています。1つは、スマートフォン上で電子

メール、スケジュール管理、連絡先情報を提
供するプロジェクトであり、もう1つは、エン
タープライズ環境におけるネットブックの利
用の実践的な効果を検討するものです。

スマートフォンのパイロット・プロジェクト
スマートフォン上での暗号化機能の利用が
可能になったことで、インテル IT 部門では、
ユーザーが所有するスマートフォンでの企業
電子メール、スケジュール管理、連絡先など
の情報サービス提供の実現可能性について
検証するパイロット・プロジェクトを進められ
るようになりました。

これらのサービスは、従来、インテルが購入
して社員に支給するスマートフォンでのみ提
供されていました。インテル IT部門は、今回
初めて、社員が自分で購入した各種のデバ
イス上でネイティブ・アプリケーションを利用
したサービスを提供する予定です。

2009 年 2月に 300 名の参加者を得て始
まったこのパイロット・プロジェクトは、約 1
年間続けられます。パイロット期間中には、
以下の疑問の解決を目指しています。

•  会社がパーソナル機器を購入してユー
ザーに支給する利用モデルを廃止しても、
パーソナル機器がもたらす生産性の向上
を享受できるか。

•  D IMは ITサポートコストの大幅な削減を
もたらすか。

•  パーソナル機器上で ITサービスを安全な
方法で提供することは可能か。それはエン
タープライズ環境で実際に使えるか。

•  パーソナル機器は ITサービスをサポート
できるか。それとも、パーソナル機器は個
人的なアプリケーションに向いているのか。

ネットブックの PoC

ネットブックをはじめとする携帯端末機器
（MIDなど）を自分で購入し、業務に使用し
たいという社員が増えています。このような
要求を認めた場合、ITにどのような影響を
及ぼすかを調査する必要がありました。

•  セキュリティー・リスクは許容範囲内に収ま
るか。

•  ネットブックは ITサポートコストの増加を
もたらすか。

•  ネットブックはユーザーの生産性に影響を
及ぼすか。

インテル IT 部門では、これらの疑問に答え
るため、職場環境におけるネットブックの利
用状況を調べる PoCを開発しました。そし
て、3社のネットブックと3種類のシナリオの
テストを行い、以下の結果を得ました。

•  ローカルにインストールされる ITビルド：
このシナリオは安全ですが、高コストでした。

•  仮想マシンとして実行される ITビルド：
このシナリオはコストがかかる上に安全性
が低く、パフォーマンスも低下しました。

•  ネットブック・メーカーから提供される、
ローカルにインストールされる OSと、
サーバーホスト型デスクトップ仮想化イン
ターフェイスから提供されるエンタープラ
イズ作業空間の組み合わせ：主としてエン
タープライズ環境で使用する PCと組み合
わせて補助的にネットブックを使用した場
合、このシナリオは価値提案を十分に実現
します。

今回の PoCの結果から、ネットブックをコン
パニオン・デバイスとして使用した場合、プ
ラットフォームのプロビジョニング /サポー
トコストの増加や、プラットフォームのモビリ
ティーを原因とするセキュリティー・リスクの
増大を伴うことなく、モビリティー、ネットワー
ク接続、企業データへのアクセスの向上によ
り、社員の生産性が向上することがわかりま
した。

図 4は、ネットブックの PoCでサポートされ
るDIMの機能を示しています。

サーバーホスト型デスクトップ仮想化の利
用モデルでは、企業情報資産と個人情報資
産の混在が解消されます。こうした企業デー
タと個人データの分離により、IT 部門が企
業情報以外の情報までバックアップをとら
なければならない負担が軽減されます。ま
た、PCプラットフォーム上とバックアップ・ス
トレージ・システム上に保管される個人情報
の量を制限することで、訴訟のリスクも軽減
されます。
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利 点
表 1に示すように、DIMはユーザーと IT部
門の双方に多くの利点をもたらします。例え
ば、PoCの期間中に DIMの基盤となる技
術をテストし、プラットフォームとサポートの
総コストを評価した結果、プラットフォーム 1
台当たり 100 米ドルのコストを削減できる
ことが判明しました。

次のステップ

DIMは IT部門に大きな課題をもたらします。
私たちは運用手法を改革しなければなりま
せん。現在、IT部門が提供するデータ、アプ
リケーション、OS、ハードウェアの各レイヤー
は緊密に統合され、デバイスも固定されてい
ます。DIMを導入するには、これらのコンポー
ネントをサービスとして考える必要がありま
す。また、新しいデバイス上で ITサービスを
提供する際には、セキュリティーの問題を理
解し、解決する必要があります。電子メール、
スケジュール管理、連絡先情報は、利用可
能な ITサービスとして当然の選択肢ですが、
これ以外にどのアプリケーションをDIMに対
応させるかを決める必要があります。

クライアント・ホスト型デスクトップ仮想化技
術の進化とともに、インテル IT 部門では、
DIMモデルをサポートする新しいインフラス
トラクチャー・サービスの導入、インテル® 
vPro ™ テクノロジーの機能強化の支援、ハ
イパーバイザー・ベンダーとの協力によるア
プリケーション仮想化およびストリーミング
の促進、継続的なサーバー仮想化に取り
組んでいきます。また、これ以外の DIMの
ユースケースについても検討し、さらに多く
の PoCを実施する予定です。

DIMを実現するための製品およびツール
を開発する機運も、業界全体に広がってい
ます。例えば、サーバーの仮想化技術は
過去 10 年にわたって成熟してきましたが、
インテル® vPro ™ テクノロジー搭載 PC 上で
実際に使えるクライアント仮想化技術の出現
はごく最近のことであり、それをサポートする
業界標準規格もまだ初期段階にあります。

図 4. PoCにより、ネットブックのユースケースはデバイスに依存しないモビリティー（DIM）の多くの基準を満たすことがわかりました。
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表 1. IT部門とユーザーの利点

IT部門の利点 ユーザーの利点

デバイスではなく、サービス
のサポートに集中できる。

プラットフォームの選
択肢が増える。

企業の情報資産に対する
集中型の運用管理機能と
セキュリティー。

内蔵のデバイス適応
型機能により、デバ
イスに最適なアプリ
ケーションとデータ
が提供される。

ITの総保有コストの削減。 アプリケーションと
ユーザーデータのモ
ビリティーの向上。

必要な ITリソースの削減。 クロスプラットフォー
ム・サポート。
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まとめ

ITのコンシューマー化とともに、エンタープ
ライズ環境におけるクライアントの運用管理
はより複雑でコストのかかる作業になりま
す。ユーザーは複数のデバイスから企業の
アプリケーションおよびデータにアクセスす
ることを望んでいますが、その中には IT 部
門の所有ではないデバイスや、管理が及ば
ないデバイスが含まれます。クライアント・
ホスト型デスクトップ仮想化技術に基づく
DIMの導入により、ユーザーには幅広い選
択肢と柔軟性が確保され、IT 部門は各種

ハードウェア・プラットフォームの管理から
解放され、サービスの提供に集中できます。

DIMにより、IT 部門は企業の最も重要な
資産である情報資産を効率的に管理できま
す。また、オンデマンドでのアプリケーション
の提供、必要に応じたオフラインでの使用の
サポート、場面に応じた仮想作業環境の提
供により、プラットフォームのプロビジョニン
グ・コストを効率よく管理できます。一方、
ユーザーにとっても、業務と場所に合わせて
最適な機器を自由に選択できるメリットが生
まれます。
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